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2 月 3 日、徳地総合支所ロビーに
ペレットストーブが設置されまし
た。環境・地域社会に対する貢献活
動の一つとして農林中央金庫から寄
贈されたもので、間伐材利用による
森林資源の保全、活用に向けたペ
レット燃料利用促進が目的です。燃
料となる木質ペレットとは、間伐材
を直径 5 ミリ、長さ１～２センチの
棒状のチップにしたものです。みな
さんも実物をご覧になりませんか。
　　　　　　（徳地づくり達人塾）

地域の方から、水神様として親し
まれている八雲神社は、かつて佐波
川の度重なる洪水を受け移転を重ね
て、現在の場所に再建されました。
従来から節分には、当屋の世話で
寄付や景品を集めてくじ引きが行わ
れています。今年も熱々のブリ大根
やぜんざいが振る舞われ、たくさん
の方々で賑わっていました。風水害
や地下水の安全、健康で幸せな生活、
商売繁盛を祈願してお参りも多いそ
うです。　　　（徳地づくり達人塾）

2 月 3 日、島地保育園恒例の「豆
まき」が行われました。
年長組さんの中では、鬼が恐くて
休むと言い出す園児もいたのです
が、全員参加で実施されました。
太鼓の音と共に山から赤鬼・青鬼
さんがやって来ると、逃げる子、泣
く子や、「意地悪しません」、「ママ
の言うことを聞きます」など約束す
る子もいました。しかし、最後には
みんな鬼さんと仲良くなりました。
　　　　　　（徳地づくり達人塾）
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2 月号「短歌に親しむ」の字句に誤りがありました。正しくは下記の通
りとなります。

○×

お詫びと訂正

落葉末の茂れる村の林道を
ひっそり這えり山霧の音

落葉松の茂れる村の林道を
ひっそり這えり山霧の音

　２月２７日、むすびの里まつりを
開催しました。今年のステージは
女性を紅組、男性を白組にわけて
２２組が紅白対抗で行いました。
参加者のみなさんの芸達者ぶり
を披露され、来場者の判定で紅
組の優勝でした。

　また、日ごろからの創作活動の力作の展示やバザーがあったり、楽
しい交流で一日を過ごしました。

　串交流センターまつりが2月
20日に開催されました。
　午前は、カラオケや日舞、フ
ラダンス、ゆる体操などの発表
があり、午後大谷泰彦さんの講
演で会場が盛り上がりました。
　ゆめ工房の竹製品やダイガラ餅の実演販売、トールペイントの実
習や作品販売と、千石岳グループの野菜やコンニャク・パン教室グ
ループのあんぱん販売など地域にも定着し、楽しい一日をみんなで過
ごしました。

野菜　 　１kg（10種類以上）
きび砂糖　１．１kg
（野菜に対して１１０％）
塩 　一つまみ
昆布　 　５㎝角
容器　 　蓋付きの４ℓ程度のもの
松の実 　くこの実　　適宜

野菜は洗って汚れを落とし、
包丁で細かく刻み、昆布は
はさみで細かくきって混ぜ
る。

容器にまずは底が隠れるく
らいきび砂糖を入れ、その
上に野菜を交互にサンドし
ながら入れていく。
（途中でクコの実、松の実を
加える）

一番上を残ったきび砂糖で
覆い、塩をひとつまみ振り
かけて蓋をする。

エキスをビンなどで冷蔵庫
で保存する。大さじ１～２
杯程度を炭酸や水で割って
飲みます。また、ヨーグル
トにかけて食べたりすると
美味しいです。

次の日から毎日１回自分の
手で時計回りにかき混ぜ、
１週間たったらザルにあげ
てジュースのエキスだけを
取る。（無理に搾らないこと）

6


